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【6N-18-023】「貨物情報仕分け（CHJ）」業務等におけるネット重量更新条件の仕様変更

「貨物情報仕分け（CHJ）」業務において、グロスウエイト（総重量）とネットウエイト（ネット重量）双方が入力されている貨物情報を分割する際、
グロスウエイトは分割入力出来るがネットウエイトに関しては入力欄がないので分割出来ない。このため、分割後に照会を行うとネットウエイト
の方がグロスウエイトより大きく表示されてしまう。

貨物A＜貨物情報＞

重量 重量単位

グロス重量 200.000 KGM

ネット重量 500.000 KGM
重量 重量単位

グロス重量 1000.000 KGM

ネット重量 500.000 KGM

重量 重量単位

グロス重量 200.000 KGM

ネット重量 ブランク ブランク

変更前仕様

CHJ業務の仕分け、SHS業務の内取り及び改装において親貨物のネット重量、ネット重量単位コードを子貨物に引き継がず、ネット重量を「0」、
ネット重量単位コードを「スペース」で登録します。子貨物の照会を行うと、ネット重量、ネット重量単位コードはブランクで表示されます。

変更後仕様

＜グロス重量

200.000

グロス重量

800.000

貨物AA

貨物AB

【変更前】

【変更後】

「貨物情報仕分け（CHJ）」業務
貨物情報分割

貨物情報照会（ICG）業務にて照会

照会結果＜貨物AA＞

【分割後の貨物情報】
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【6N-18-023】「貨物情報仕分け（CHJ）」業務等におけるネット重量更新条件の仕様変更

【参考】仕様変更後の貨物情報照会（ICG）照会結果一覧

CHJ実施前＜貨物情報照会（ICG）照会結果＞ CHJ実施後＜貨物情報照会（ICG）照会結果＞

CHJ取消後＜貨物情報照会（ICG）照会結果＞

CHJ実施後は、ネット重量の従量・重量単位共にブランクで表示されます。

CHJ取消後であっても、ネット重量の従量・重量単位共にブランクで表示されます。


